
与

謝

野

鉄

幹

と

漢

詩

1

『冬
柏
』
時
代
の
漢
詩
人

與
謝
野

寛

1

西

村

富
美
子

与
謝
野
鉄
幹
が
漢
詩
を
制
作
し
た
時
期
は
、
少
年
時
代
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い

十
歳
代

の
五
年
間
と
、
三
十
数
年
を
経

て
第

一
次

『
明
星
』
終
刊
後

に
第
二
次

『明
星
』
を
創
刊
し
た
五
十
歳
代
以
後
か
ら
六
十
二
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
時
期
、

と
に
大
き
く
二
分
さ
れ
る
。

仮
に
前
者
を

「
第

一
期
」
、
後
者
を

「第
二
期
」
と
名
付
け
る
な
ら
ば
、

そ
の

作
品
は
、
「
第

一
期
」
は

『海
内
詩
媒
』
、
「
第
二
期
」
は
第
二
次

『
明
星
』
等
に

　
　
　

よ

っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し

「
第
二
期
」
は
、
「第

一
期
」
と
異
な
り
、

第
二
次

『
明
星
』
だ
け
で
は
な
く

『
満
蒙
遊
記

(草
)』
、
『
冬
柏
』
ま
た
個
人
蔵

の
鉄
幹
自
筆

の
色
紙

・
紙
箋

・
書
簡
、
草
稿
等
、
残
さ
れ
た
作
品
は
か
な
り
の
数

　　
　

に
の
ぼ
り
、
今
も
な
お
想
定
外

の
所
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

今
回
取
り
あ
げ
る

『冬
柏
』
時
代

の
鉄
幹

の
漢
詩

で
あ
る
が
、
時
期
的
に
は
昭

和
五
年
か
ら
鉄
幹
死
去
の
昭
和
十
年

ま
で
で
あ
り
、
『冬
柏
』
以
外
に

『
書
簡
集

成
』
及
び

「渡
邊
湖
畔
氏
蔵
」

の
二
種

の
資
料

に
よ
る
こ
と
に
し
た
。

な
お

「渡
邊
湖
畔
氏
蔵
」
の
鉄
幹

の
漢
詩
は

『書
簡
集
成
』
に

一
部
見
え
る
も

の
も
あ
る
が
、
鉄
幹
自
筆
の
原
稿

・
色
紙

・
書
簡

で
あ
り
、
そ
の
存
在
は
知
ら
れ

て
い
ず
、
現
所
蔵
者
の
渡
邊
和

一
郎
氏

の
特
別
の
ご
好
意
に
よ
り
、
閲
覧
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
日
時
が
未
確
定
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

○

『
冬
柏
』
に

つ
い
て

本
稿

で
主
な
資
料
と
す
る

『冬
柏
』

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

は
、
今
ま
で
筆
者
が
論
じ
て
き
た

『
海
内

詩
媒
』
や

『
明
星
』
第
二
次
と
異
な
る
所
が
あ
る
の
で
、
『
冬
柏
』

に
つ
い
て
の

概
略
及
び
前
二
者
と
の
相
違
に
つ
い
て
、
先
に
現
段
階

で
分
か

っ
て
い
る
範
囲
内

で
簡
単
に
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

『
明
星
』
第
二
次
終
刊

(昭
和
二
年
お
b。刈
九
月
)
か
ら
三
年
後
の
昭
和
五
年

(一りG。O)
三
月
二
十
三
日
付
け
で
、
創
刊
号

の
第

一
巻

・
第

一
号
を
発
行
し
、
昭

和
二
十
七

(一
⑩㎝
b。)
年
三
月
二
十
八
日
、
終
刊
号
の
第
二
十
三
巻

・
春
季
号
が
発

行
さ
れ
て
い
る
。
発
行
年
数
は
約
二
十
二
年
間
に
わ
た
る
。
『
明
星
』
(第

一
次
)

は
約
八
年
、
『
明
星
』
(第
二
次
)
は
約
六
年
で
あ

っ
た
の
に
比
し
て
、
『冬
柏
』

の
二
十
二
年
と
い
う
年
数
は
驚
く
べ
き
長
期
間
で
あ
る
。

た
だ
し
恐
ら
く
記
録
的
と
言
え
る
長
期

に
わ
た
る
発
行
年
数
な
の
だ
が
、
残
念

な
こ
と
に
知
名
度
の
点
で
は
、
『冬
柏
』
は

『
明
星
』
(第

一
次
)、
『
明
星
』
(第

二
次
)
に
は
る
か
に
及
ぼ
ず
、

一
部

の
専
門
家
を
除
い
て

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い

な
い
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。

こ
の
発
行
年
数
と
知
名
度
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
は
幾

つ
か
の
要
因
が
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
少
し
説
明
を
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

雑
誌
の
体
裁
が
、
太
平
洋
戦
争

の
戦
中
戦
後

の
動
乱
期
を
挟
ん
だ
特
殊
な
時
代

の
影
響
も
あ

っ
て
、
『
明
星
』
(第

一
次

・
第
二
次
)
の
芸
術

・
美
術
雑
誌
か
と
見

ま
が
う
よ
う
な
豪
華
版
で
は
な
く
な

っ
て
い
る
。
誌
版

・
頁
数

・
紙
質

・
装
偵

・

挿
絵
等
は

『明
星
』

の
比

で
は
無

い
。
が
発
行
さ
れ
た
冊
数
は

『
明
星
』
を
優
に

超
え
る
。
『
明
星
』
(第

一
次
)
は
百
号

(冊
)
が
終
刊
、
『明
星
』
第
二
次
は
四

一1一



与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

十
八
冊
が
終
刊
号
で
あ
る
が
、
『
冬
柏
』
は
第

一
巻
か
ら
第
二
十
三
巻
に
至
る
ま

で
、
約
二
百
号

(冊
)
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
実
際
の
発
行
冊
数
に
つ
い
て

　ヨ
　

は
現
在
は
ま
だ
未
確
認
の
状
態

で
あ
る
。

後

に
述
べ
る
よ
う
に
、
『
冬
柏
』
に
は
二
十
首
の
漢
詩

(う
ち
十
九
首
が
鉄
幹

作
)
が
見
え
る
が
、
そ
の
掲
載
様
式
は

『
明
星
』
第
二
次
よ
り
も
特
殊
で
あ
り
、

「雑
姐
」
と
い
う
項
目
も
立

て
ず
に
各

「頁
」
の
余
白
を
利
用
し
、
「
埋
め
草
」
と

し
て
遠
慮
が
ち
と
も
思
え
る
形
で
載
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
大
限
の
無
駄
な
き

紙

の
利
用
と
い
う
実
利
的
な
面
に
う
ま
く
自
作
の
漢
詩
掲
載
の
ス
ペ
ー
ス
を
適
用

し
た
の
だ
が
、
『
明
星
』
第
二
次
よ
り
も
数
歩
後
退
し
た
か
と
思
え
る
こ
の
方
法

に
は
、
鉄
幹
の
ど
の
よ
う
な
意
識
が
働

い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
さ
ら

に
興
味
あ
る
事
柄
が
存
在
す
る
こ
と
も
後
の
説
明
の
な
か
で
ふ
れ
た
い
と
思
う
。

次

に

『
冬
柏
』

の
主
宰
者
だ
が
、
新
詩
社
の
同
人
誌

『明
星
』
は
、
「第

一
次
」

は
晶
子
の
参
加
は
遅
れ
る
も
の
の
、
い
ち
お
う

『明
星
』
は
両
誌
と
も
に
鉄
幹
晶

子
両
人
が
主
宰
者

で
あ
る
が
、
『冬
柏
』
は
主
宰
者

・
編
集
者
が
転
々
と
転
移
し
、

特
に
第
十
八
巻
以
後
は
複
雑
を
極
め
て
い
る
。

発
行
五
年
後
の
昭
和
十
年

(お
ωα
)

に
鉄
幹
が
没
し
、
さ
ら
に
七
年
後
の
昭
和

十
七

(お
ら邸
)
年
に
は
晶
子
も
没
し
た
た
め
編
集
者
は
交
代
を
続
け
、
従
前

の
同

人
ま
た
は
新
規
加
入
の
同
人

の
手

に
よ

っ
て
、
鉄
幹

・
晶
子
と
い
う
主
宰
者
亡
き

後
も
十
年
間
発
行
し
続
け
、
昭
和
五
年
か
ら
昭
和
二
十
七
年
終
結
の
時
ま
で
細
々

と
紆
余
曲
折
を
経
て
の
二
十
二
年

で
あ

っ
た
。

同
人
に
関
し
て
は
、
石
井
柏
亭
、
平
野
万
里
、
尾
崎
叩号
堂
、
有
島
生
馬
、
佐
藤

春
夫
、
高
濱
虚
子
、
高
村
光
太
郎
、
高
安
や
す
子
、
堀

口
大
学
、
吉
田
精

一
、
正

宗
敦
夫
、
渡
邊
湖
畔
、
深
尾
須
磨
子
、
木
下
杢
太
郎
、
森
於
兎
、
森
潤
三
郎
、
佐
々

木
信
綱
、
竹
友
藻
風
、
北
原
白
秋
、
山

田
孝
雄
、
奥
野
信
太
郎
、
池
田
亀
鑑
、
塩

田
良
平
、
久
松
潜

一
、
信
楽
正
純
、
小
金
井
喜
美
子

(鴎
外
の
妹
)
、
森
茉
莉
、

森
杏
奴
、
丹
羽
あ
き
子
、
石
上
露
子
、
近
江
満
子
等
、

『明
星
』
第

}
次

・
第
二

次
以
来

の
同
人
、
ま
た
新
規
加
入
の
同
人
も
い
る
が
、
や
は
り
鐸
鐸
た
る
面
々
が

名
を
連
ね
て
い
る
。

雑
誌
自
体
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
深
刻
な
時
代
背
景
も
あ

っ
て
、
見
た
目
は
質

素
だ
が
、
鉄
幹

・
晶
子
と
い
う
新
詩
社

『明
星
』
の
偉
大
な
主
宰
者
を
失

っ
た
後

も
同
人
達
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
文
芸
雑
誌
を
発
行
し
続
け
た
こ
と
自
体
が
敬
服

に
値
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
稀
少
価
値
的
存
在
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

○

さ
て
、
『冬
柏
』
に
鉄
幹
の
漢
詩
が
見
え
る
の
は
、
第
五
巻
と
第
六
巻
で
あ
り
、

第
五
巻

に
十
三
首
、
第
六
巻
に
六
首
の
計
十
九
首
を
掲
載
す
る
。

先
ず
第
五
巻
掲
載

の
漢
詩
か
ら
順
を
追

っ
て
挙
げ
て
い
く
。

冬
柏
山
房
小
集
席
上
作

冬
柏
山
房
小
集
の
席
上
に
て
の
作

冬
柏
萬
山
花
自
紅
◎

一
漢
深
庭
訪
詩
翁
◎

樫
廻
崖
腹
行
望
海

亭
占
林
梢
坐
聴
風
◎

春
月
照
軒
姑
代
燭

主
人
煎
茗
不
須
億
◎

句
成
唱
和
恰
然
笑

聲
在
蹄
雲
揺
曳
中
◎

冬
柏

万
山

花
自
ず
か
ら
紅
な
り

一
渓

深
き
処
に
詩
翁
を
訪
う

が
い
ふ
く

ゆ
く

径
は
崖
腹
を
廻
り

行
ゆ
く
海
を
望
む

亭
は
林
梢
を
占
め

坐
し
て
風
を
聴
く

春
月

軒
を
照
ら
し
て

姑
く
燭
に
代
わ
り

ど
う

主
人

茗
を
煎
る
に

億
を
須

い
ず

い

ぜ
ん

句
成
り
て
唱
和
し

恰
然
と
し
て
笑
う

よ
う
え
い

声
は
帰
雲
揺
曳
の
中
に
在
り

◎
上
平

一
・
東

(第

一
号
)

「
冬
柏
山
房
」
は
神
奈
川
県
鎌
倉
市
の
千
葉
が
谷
に
あ
る
内
山
英
保
の
山
荘
で

越
山
荘
と
呼
ば
れ
た
。
内
山
氏
は
鉄
幹

・
晶
子
の
二
十
年
以
上
に
わ
た
る
歌
の
弟

子
で
あ
り
、

こ
の
山
房
に
鉄
幹

・
晶
子
夫
妻
や
同
人
を
招
き
し
ば
し
ば
歌
会
を
開

い
て
い
る
。

こ
の
詩
は
昭
和
六
年

(H⑩
Go
H)
十
二
月
七
日
に
開
か
れ
た
歌
会

で
の

　る
　

作
で
あ
ろ
う
。
七
言
律
詩
。

次
高
岡
市
圖
書
館
長
小
川
茅
村
先
生
所
贈
芳
韻
卸
呈

二

(第
三
号
)

一2一



高
岡
市
図
書
館
長

・
小
川
茅
村
先
生
贈
る
所
の
芳
韻
に
次
し
、

　う
　

却
呈
す

ふ
ん

幽
谷
芝
蘭
自
放
芽
◎

幽
谷
の
芝
蘭

自
ず
か
ら
券
を
放
ち

高
陵
達
士
猫
看
君
◎

高
陵
の
達
士

独
り
君
を
看
る

老
來
不
問
江
湖
事

老
来

間
わ
ず

江
湖
の
事

た
い

り

お

唯
向
古
書
堆
裏
聞
◎

唯
だ
古
書
堆
裏

に
向
い
て
聞
く

◎
上
平
十
二

・
文

北
陸
方
面

へ
の
旅
行
中
に
、
富
山
県
高
岡
市
の
図
書
館
で
鉄
幹

・
晶
子
夫
妻
が

講
演
し
た
時
、
館
長
の
小
川
茅
村
氏
か
ら
の
贈
詩
に
次
韻
し
た
答
詩
。
昭
和
八
年

(一りω
G。)
十

一
月
五
日
の
作
。
七
言
絶
句
。

時
事
有
感
三
用
湖
畔
君
來
示
詩
韻

三

(第
四
号
)

時
事
感
ず
る
こ
と
有
り
、
三
た
び
湖
畔
君
来
り
て
示
す
詩
の
韻
を
用
う

誰
能
守
清
白

満
目
是
汚
泥
◎

名
教
人
間
鑑

謡
言
天
下
迷
◎

黛
孚
徒
擾
擾

職
氣
尚
凄
凄
◎

投
筆
獲
長
歎

空
驚
見
與
妻
◎

誰
か
能
く
清
白
を
守
る

戦 党 謡 名 満
気 争 言 教 目
筆
を
投
じ
て

空
し
く
児
と
妻
を
驚

か
す◎
上
平
八

・
斉
次
韻
か
和
韻
の
詩
。
「
渡
邊

に
は
、
詩
題
は

「偶
成
三
畳
鈎
」、

「戦
気
尚
鯨
凄
」
と
あ

る
。
制
作
時
は
昭
和
九
年
ご
ろ
か
。
な
お

の
③

に
も
同
様

の
詩
か
と
思
わ
れ
る
紙
箋
が
あ
る
の
だ
が
、

「
未
定
稿

寛
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

『
冬
柏
』

の
詩

　　
　

五
言
律
詩
。

お

で
い

是
れ
汚
泥

人
間
尽
き

天
下
迷
う

じ
ょ
う
じ
ょ
う

徒
に
擾
擾

尚
お
凄
凄長
嘆
を
発
し

佐
渡
の
渡
邊
湖
畔
か
ら
の
贈
詩

に
対
す
る
答
詩
。

湖
畔
氏
蔵
」
⑤
の
鉄
幹
自
筆
の
紙
箋

(
未
定
稿
)

詩
の
第
六
句
は

「
渡
邊
湖
畔
氏
蔵
」

⑤

・
③
と
も
に
、

が
定
稿
と
な

っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

雪
後
口
占
、
四
用
湖
畔
君
來
示
詩
韻

四

こ
う
せ
ん

雪
後
口
占
、
四
た
び
湖
畔
君
来
た
り
て
示
す
詩
の
韻
を
用
う

門
前
難

一
歩

雪
後
満
深
泥
◎

貧
富
世
情
隔

是
非
天
意
迷
◎

百
年
無
逸
樂

三
月
有
鯨
凄
◎

迂
拙
平
生
計

老
來
憶
我
妻
◎

老 迂う三 百 是 貧 雪 門
来 拙芸月 年 非 富 後 前

一
歩
な
り
難
し

蘇
鋸
満
つ

世
情
隔
た
り

天
意
迷
う

逸
楽
無
く

鯨
凄
有
り

平
生
の
計

我
が
妻
に
憶
ず

(第
五
号
)

◎
上
平
八

・
斉

三
と
同
じ
く
、
湖
畔
か
ら
の
贈
詩
に
対
す
る
答
詩
で
、
「次
韻
」
か

「
和
韻
」

の
詩
。
「渡
邊
湖
畔
氏
蔵
」
④
の
鉄
幹
自
筆
の
紙
箋

に
は
、
詩
題
は

「
偶
成
四
畳

駒
」
(未
定
稿
)、
詩

の
第
六
句
以
降
は

「
二
月
有
鯨
凄
、
笑
嗅
梅
花
気
、
茅
軒
我

与
妻
」
と
あ
る
。
ま
た

『
書
簡
集
成
』
第
四
巻
43
に
、
題
は
無
く
、
第
六
句
を

「
二
月
有
鯨
凄
」
と
す
る
寛

の
ペ
ン
書
き
の
草
稿
を
収
あ
る
。
西
村

一
平
氏
宛
の

書
簡
の
別
紙
で
あ
り
、
日
時
は
昭
和
十

一
年

(一⑩
c。①
)
五
月
二
十
六

日
、
差
出
人

は
晶
子
と
あ
る
。
鉄
幹
没
後
に
何
ら
か
の
事
情
で
紛
れ
こ
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
。
制

作
時
は
昭
和
九
年

(一⑩Q。
ら)
二
月
ご
ろ
か
。

三
、

四
の
二
首
は
、
と
も
に
五
言
律
詩

で
あ
り
、
押
韻
の
漢
字
も
全
く
同
じ

「和
韻
」
の
詩
な
の
で
、
掲
載
号
数
は
異
な
る
が
、
同
時
期
の
作
と
も
考
え
ら
れ
る
。

五
言
律
詩
。

次

の
、
五

・
六

・
七

・
八
の
四
首
の
詩
は
、
第
五
巻

・
第
八
号
に
載
せ
る
詩
だ

が
、
五

・
六
は
同
頁
の
紙
葉
の
端
に
、
七
は
連
作

の
短
歌
か
ら
次
の
連
作

の
短
歌

へ
の
紙
葉

の
余
白
に
、
八
も
連
作
の
短
歌
か
ら
次

の
連
作
の
短
歌
に
移
る
紙
葉
の

端
に
と
、
三
カ
所
に
分
け
て
載
せ
て
い
る
。
七
は
、
森
鴎
外
の
十
三
回
忌
の
当
日
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

の
作
で
あ
る
が
、
五

・
六

・
八
の
三
首
は
湖
畔
に
宛
て
た
贈
詩

で
あ
る
。

與
湖
畔
君
別
遙
有
此
寄

湖
畔
君
と
別
れ
遙
か
に
此
れ
を
寄
す
る
有
り

う
つ

梅
天
健
不
開

頻
聴
雨
聲
急
◎

書
室
重
帷
中

ロ
バ現
心陳
殖稠
灘
(
》

日
午
尚
懸
燈

験
寒
衣
又
襲
◎

案
頭
何
所
披

一
巻
淵
明
集
◎

欲
與
折
疑
義

故
人
望
不
及
◎

今
夕
到
家
不

停
立
暗
垂
泣
◎

渡
邊
湖
畔

へ
の
贈
詩

で
あ
る
。

「寄
懐
子
湖
畔
君
」

窃
恐
書
架
灘
」
、

節
」
、
第
九
句
は

懐
佐
州
」
、
末
句
は

年

(お
G。
心)
六
月
三
日
付
け
の
湖
畔
宛
の
書
簡

で
あ
り
、

梅
天

諺
と
し
て

開
け
ず

頻
り
に
聴
く

雨
声
の
急
な
る
を

ち
ょ
う
い

書
室

重
帷
の
中

し
め

ロ
ハだ
恐
る

陳
編

の
湿
る
を

日
午

尚
お
燈
を
懸
け

し
ゅ
う
か
ん

か
さ

験
寒

衣
又
た
襲
ぬ

ひ
ら

案
頭

何
の
披
く
所
ぞ

一
巻

の
淵
明
集ひら

与

に
疑
義
を
析
か
ん
と
欲
し

故
人

望
む
も
及
ば
ず

今
夕

家

に
到
る
や
あ
ら
ざ
る
や

ち

ょ
り
つ

ひ
そ

な
み
だ

停
立
し
て
暗
か
に
泣
を
垂
る
◎
入
声
十
四

・
緕

『
書
簡
集
成
』
第
三
巻
謝
、

(未
定
艸
)
と
あ
り
、
詩

の
第
三
句

・
四
句
は

第
六
句
は

「奇
寒
」
、
第
七
句
は

「讃
支
願
」
、

「此
楽
与
誰
倶
」
、
第
十
句
は

「
去
難
」
、

「望
北
」
と
あ
り
、

五

(第
八
号
)

第
十

一
句
は

か
な
り
の
異
同
が
み
ら
れ
る
。

『
冬
柏
』

八
日
発
行
の
時
ま
で
か
な
り
推
敲
を
重
ね
た
定
稿
の
よ
う
で
あ
る
。

な
お
鉄
幹
は
、
こ
の
湖
畔
宛

の
書

簡
に

「貴
下
の
歌
は
勿
論
、
漢
詩
も
お
見
せ

被
下
度
候
」
と
末
筆
に
記
し
て
い
て
、

当
時
両
者
の
問
に
漢
詩
の
交
換
が
あ

っ
た

こ
と
を
思
わ
せ
る
。
五
言
古
詩
、
十

二
句
、

一
韻
到
底
。

に
は
、
詩
題
は

「草
堂
半
下
帷
、

第
八
句
は

「
靖

「千
里

昭
和
九

の
七
月
二
十

曼
韻
酬
湖
畔
君

畳
韻

湖
畔
君
に
酬
ゆ

故
人
和
我
詩

慮
酬

一
何
急
◎

雲
箋
千
里
來

猶
見
墨
痕
灘
◎

五
古
十
二
行

清
新
脱
踏
襲
◎

可
知
八
叉
才

佳
句
筆
下
集
◎

以
我
比
高
人

老
痩
非
所
及
◎

ロ
バ感
交
誼
深

燈
下
泣
然
泣
◎

五 猶 雲 応 故
古 お 箋 酬 人

我
が
詩

に
和
す

一
に
何
ぞ
急
な
る

千
里
来
た
り

ぼ
く
こ
ん

墨
痕

の
湿
う
を
見
る

十
二
行
と
う
し
ゅ
う

踏
襲
を
脱
す

は

つ

さ

八
叉
の
才

筆
下
に
集
う

高
人
に
比
す
る
も

六

(第
八
号
)

渡
邊
湖
畔
か
ら
の
贈
詩
に
対
す
る

と
押
韻
の
漢
字
が
す

べ
て
同
じ
で
あ
る
。

も
同
時
期
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

当
時
の
鉄
幹
の
心
理
状
態
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

句
の

「
停
立
し
て
暗
か
に
泣
を
垂
る
」

現
か
ら
も
感
傷
的
な
思
い
が
伝
わ
る
。

「
渡
邊
湖
畔
氏
蔵
」

の
⑩
に
は
、
詩
題

は

「
謝
湖
畔
君
」
、
詩
の
第
二
句
は

「詩
成
」、
第
三
句
は

「
今
朝
」、
第
五
句
は

「沖
澹
」、
第
七
句
は

「
思
無
邪
」
、

第
八
句
は

「莫
言
従
手
」
、
第
十
句
は

「溢
美
不
敢
」
、
第
十

一
句
は

「唯
…
友
情
…
」

。
と
あ
る
。
五
言
古
詩
、
十
二
句
、

一
韻
到
底
。

清
新
に
し
て

知
る
可
し

佳
句
我
を
以
て

老
痴
の
及
ぶ
所
に
非
ず

ロ
バだ
交
誼

の
深
き
を
感
じ

げ
ん
ぜ
ん

燈
下
に
法
然
と
し
て
泣
く◎
入
声
十
四

・
緯

「和
韻
」

の
答
詩

で
あ
る
が
、
前
の
五
の
詩

三
、
四
と
同
じ
よ
う
に
、
五
、
六
の
詩

入
声
韻

の
詩

で
あ
る
こ
と
も
珍
し
い
。

両
詩
の
末

「燈
下

に
泣
然
と
し
て
泣
く
」
と
あ
る
表

鵬
外
先
生
十
三
回
忌
辰
書
懐

鵬
外
先
生
十
三
回
忌
の
辰
に
懐
い
を
書
す

七

(第
八
号
)
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醤
學
兼
詞
藝

乾
坤
隻
手
開
◎

官
高
心
似
水

人
痩
格
如
梅
◎

文
献
千
年
績

明
治
第

一
才
◎

此
公
難
再
見

弟
子
老
蕎
莱
◎

鉄
幹

の
師

で
も
あ
り
、

「渡
邊
湖
畔
氏
蔵
」

第

一
句

「
文
學
」、

一
生
業
」
、
第
六
句
は

は
昭
和
九
年

(お
巽
)。

医
学
詞
芸
を
兼
ね

け
ん
こ
ん

せ
き
し
ゅ

乾
坤

隻
手
開
く

官
高
き
も

心
は
水
に
似
た
り

人
痩
せ
て

格
は
梅
の
如
し

文
献

千
年
の
績

明
治

第

一
の
才あ

此
の
公

再
び
見
い
難
し

こ
う
ら
い

弟
子

老
蕎
莱

◎
上
平
十

・
灰

知
己
で
も
あ

っ
た
森
鴎
外

の
十
三
回
忌

の
時
の
作
。

の
⑫

に
は
、
詩
題

は

「鴎
外
先
生
十
三
回
忌
辰
謹
賦
」、
詩

の

第
三
句
は

「情
」、
第
四
句
は

「心
秀
語
」
、
第
五
句
は

「諺
々

「
昭
々
千
古
…
」
、
第
七
句
は

「
復
難
」
と
あ
る
。
制
作
時

五
言
律
詩
。

酬
湖
畔
君
次
其
寄
懐
餉

湖
畔
君
に
酬
い
其
の
懐
い
を
寄
す
の
韻
に
次
す

わ
ず

よ

千
里
雲
箋
纏
可
愚
◎

唱
和
何
日
復
連
肱
◎

誰
全
膠
漆
新
時
代

猫
許
老
瘍
奮
友
朋
◎

幽
竹
陰
深
鶯
少
到

古
桐
花
落
蟻
猶
升
◎

南
軒
向
晩
讃
書
坐

一
貼
青
螢
案
上
燈
◎

千
里
の
雲
箋

纏
か
に
愚
る
可
し

こ

マつ

唱
和

何
れ
の
日
か
復
た
肱
を
連
ね
ん

こ
う
し
つ

誰
か
膠
漆
の
新
時
代
を
全
う
せ
ん

独
り
老
痴

旧
友
朋
を
許
す

か
げ

ま
れ

幽
竹

陰
深
く
し
て

鴬
少

に
到
り

の
ぼ

古
桐

花
落
ち
て

蟻

猶
お
升
る

く
れ

南
軒

晩
に
向
か
い

書
を
読
み
て
坐
す

け
い

一
点
の
青
螢

案
上

の
燈

◎
下
平
十

・
蒸

八

(第
八
号
)

渡
邊
湖
畔
か
ら
の
贈
詩
に
対
す
る
次
韻

の
答
詩
。
「渡
邊
湖
畔
氏
蔵
」

の
⑧
に

は
、
詩
題
は

「次
湖
畔
兄
寄
懐
瑠
駒
以
酬
」
(未
定
稿
)、
詩

の
第
三
句
は

「
…
誰

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

成
好
」
、
第
五
句
は

「
…
草
露
乾
鳥
稀
」
、
第
七
句
は

「微
涼
動
」

時
は
昭
和
九
年

(一⑩
G。心)
晩
春
の
こ
ろ
か
。
七
言
律
詩
。

と

あ

り

、

制

作

次
の
、
九

・
一
〇

・
=

の
三
首
の
詩
は
、
第
五
巻

・
第

一
〇
号
に
載
せ
る
が
、

第
八
号
と
同
じ
く
九

・
一
〇
は
同
頁
の
紙
葉
の
端
に
、

=

は
詩
か
ら
次
の
連
作

の
短
歌

へ
の
余
白
に
と
、
ニ
カ
所
に
分
け
て
載
せ
て
い
る
。

愛
煙

塞
奇
淡
巴
草

知
在
仙
境
栽
◎

煙
葉
清
芽
氣

一
喫
心
悠
哉
◎

二
喫
又
三
喫

自
然
成
詩
媒
◎

虚
室
気
氣
白

喫
喫
餐
霞
來
◎

窟
謂
皇
天
意

助
我
吐
鳳
才
◎

興
甜
下
筆
庭

瑞
雲
濠
不
開
◎

愛
煙

た

ん

ぼ
そ

う

霊
奇
な
る
淡
巴
草

仙
境
に
栽
う
る
を
知
る

せ
い
ふ
ん

奪喫 虚 自 ニ ー 煙
喫 室 然 喫 喫 葉

清
芽
の
気

心
悠
な
る
哉

又
た
三
喫

詩
の
媒
を
成
す

い
ん
う
ん

毎
氣
白
く

さ
ん

か

餐
霞
来
た
り

窃
か
に
皇
天
の
意
を
謂
い

我
が
鳳
才
を
吐
く
を
助
く

た

け
な
わ

興

酪
に
し
て

筆
を
下
す
処

も
う

瑞
雲

濠
と
し
て

開
か
ず
◎
上
平
十

・
灰

九

(第

一
〇
号
)

こ
の
詩
は
、
『
冬
柏
』

鉄
幹

の
日
常
生
活
を
詠

ん
だ
詩
と
し
て
興
趣
に
富
ん
で
お
り
、

の
詩
と
も
言
え
る
。
夫
妻
と
も

か
な
り
の
煙
草
好
き
で
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
文
学

に
対
す
る
煙
草
の
プ
ラ
ス
の
効

用
を
説
い
て
お
り

一
読
に
値
す
る
。
煙
草
を

「
一
喫
…
二
喫
…
三
喫
」
と
悠
然
と

燥
ら
し
な
が
ら
詩
想
に
ふ
け
り
、
「
自
然

詩

の
媒
を
成
す
」
と
詩
作
の
媒
介
だ

と
の
表
現
は
佳
句
と
言
え
よ
う
。
煙
草
か
ら
神
仙

の
世
界

へ
の
連
想
は
鉄
幹
独
自

の
発
想
で
は
な
か
ろ
う
か
。
五
言
古
詩
、
十
二
句
。
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

北
信
上
林
客
舎
、解
遁
吉
田
學
軒
先
生
、
廣
和
先
生
贈
詩
瑠
韻
、
卸
呈

こ
う

北
信
上
林
の
客
舎
、
吉
田
学
軒
先
生
に
解
遁
し
、
先
生
贈
詩
の
瑠
韻
に
廣

わ和
し
、
卸
呈
す

一
〇

(第

一
〇
号
)

幽
漢
鞘
野
客
櫻
中
◎

惣
猴

鞘
野

客
楼
の
中

邊
遁
相
逢
歓
共
同
◎

邊
遁

相
逢
う

歓
び
共
に
同
じ

さ
い

し

語
及
象
山
采
芝
　

語
は
象
山
の
采
芝
の
跡
に
及
び
い
ぶ
か

遺
芳
猶
誘
託
流
風
◎

遺
芳

猶
お
流

風
に
託
す
か
と
認
る

(註
、
佐
久
間
象
山
、
曾

て
山
中
を
巡
覧
轄
野
し
、
瑞
芝
を
得
。
事
は
象
山
伝

つ
ま
び
ら

に
詳
か
な
り
)

◎
上
平
十

・
東

こ
の
詩
も
、
九
と
同
じ
く

『冬
柏
』

以
外
に
は
見
え
な
い
。
北
信
越
の
長
野
県

の
上
林
温
泉
の
旅
館
で
、
鉄
幹

の
漢
詩

の
師
、
吉
田
学
軒
と
出
会
い
、
学
軒
か
ら

の
贈
詩

に
和
す
る
詩
を
作
り
呈
上
し
た
。
師
に
出
会

っ
た
喜
び
と
信
州
松
代
の
藩

士
ま
た
学
者
で
あ

っ
た
佐
久
間
象
山
に
師
を
た
と
え
た
。
七
言
絶
句
。

遙
青
書
屋
雑
詩
、
用
渡
邊
湖
畔
君
寄
懐
韻

=

(第

一
〇
号
)

遥
青
書
屋
雑
詩
い
'鍍
邊
糊
畔
君
の
猿
鋤
を
寄
す
の
韻
を
用
う

不
把

一
竿
向
釣
磯
◎

一
竿
を
把
ら
ず

釣
磯
に
向
か
う

ひ
ら

且
灘
萬
巻
守
書
偉
◎

且
く
万
巻
を
灘
き
て
書
偉
を
守
る

て
ず
か

う

手
栽
三
尺
庭
中
樹

手
ら
栽
う

三
尺
庭
中
の
樹

驚
見
十
年
皆
作
團
◎

驚
き
て
見
る

十
年

皆
な
囲
を
作
す
を

◎
上
平
五

・
微

渡
邊
湖
畔
か
ら
の
贈
詩

に
対
す
る
次
韻
の
答
詩
。
こ
の
詩
は

『書
簡
集
成
』
第

三
巻
脚
に
見
え
る
。
昭
和
九
年

(一
⑩Q。
ら)
九
月
十
五
日
付
け
、
渡
邊
湖
畔
宛
の
書

簡

で
あ
る
。
詩
題
は

「書
懐
用
湖
畔
君
寄
懐
芳
珀
」
と
あ
り
、
詩

の
句

の
異
同
は

無
い
。
ま
た
詩
に
続
け
て

「
右
は
先
日
の
拙
作
を
改
作
せ
し
に
候
。
之
は
吉
田
先

生

の
御

一
閲
を
乞
ひ
得
た
る
も
の
に
候
」
と
の
後
書
き
が
あ
り
。
詩
題
に
相
違
は

あ
る
が
、
両
者
と
も
定
稿

で
あ
る
。
制
作
時
は
昭
和
九
年

(一⑩ω
心)
九
月
。
七
言

絶
句
。
な
お
こ
の
詩
は

『
書
簡
集
成
』
第
三
巻
鰯
に
も
見
え
て
お
り
、
詩

の
後

に

「
こ

れ
は
定
あ
て
箸
に
も
棒
に
も
掛
ら
ぬ
駄
作
と
存
じ
候
。
御

一
笑
被
下
度
候
」
と
記

し
て
い
る
。
㎜
の
あ
と
が
き
の

「先
日
の
拙
作
…
」
と
い
う
の
は
、

こ
の
鰯
の
詩

　ア
　

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

一
二

・
=
二
の
詩
は
、
第
五
巻

・
第

一
二
号
に
載
せ
る
詩
だ
が
、

や
は
り
別
頁
の
紙
葉
の
端
の
余
白
を
埋
め
る
体
裁
で
あ
る
。

二
首
の
詩
は
、

遊
佐
渡
國
、
宿
渡
邊
湖
畔
君
家
、
次
主
人
所
示
詩
韻

佐
渡
の
国
に
遊
び
、
渡
邊
湖
畔
君
の
家
に
宿
し
、
主
人
示
す
所
の
詩
の
韻

に
次
す

一
二

(第

一
二
号
)

と

下
船
把
手
笑

亦
復
渡
江
來
◎

迎
我
詩
先
有

感
君
涙
忽
催
◎

風
流
同
愛
字

逸
興
宣
僻
杯
◎

山
水
佐
州
好

乞
傾
遅
暮
才
◎

船
を
下
り

手
を
把
り
て
笑
う

亦
た
復
た

江
を
渡
り
て
来
る

我
を
迎
え
て

詩
先
ず
有
り

こ
つ

君
に
感
じ
て

涙

忽
と
し
て
催
す

遮
姉

同
出
叙
惇
を
愛
し

逸
興

壼

に
杯
を
辞
さ
ん
や

さ
し
ゅ
う

山
水

佐
州
好
し

ち

ぼ

乞
う

遅
暮

の
才
を
傾
く
る
こ
と
を

◎
上
平
十

・
灰

渡
邊
湖
畔
か
ら
の
贈
詩

に
対
す
る
次
韻

の
答
詩
。
漢
詩
の
同
好
の
友
で
あ
る
湖

畔
と

の
再
会
の
喜
び
が
率
直
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「渡
邊
湖
畔
氏
蔵
」

の
①
に

は
、
詩
題
は

「昭
和
九
年
晩
秋
、
遊
佐
渡
訪
湖
畔
君
先
有
五
律

一
首
次
其
龍
以
酬
」、

詩
の
第
四
句
は

「
早
」
と
あ
る
。
「遙
青
書
屋
」
と
枠
外
に
記
さ
れ
た
原
稿
用
紙

に
ペ
ン
書
き
。
制
作
時
は
、
昭
和
九
年
十

一
月

一
日
、
三
度
目
の
佐
渡
訪
問
の
時
。

五
言
律
詩
。
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赴
越
後
車
中

眼
中
天
地
太
勿
忙
◎

萬
象
背
人
飛
後
方
◎

刀
峡
奇
厘
瀦
霜
葉

香
峰
験
雨
掛
虹
光
◎

清
関
北
出
連
山
秀

信
水
西
來
平
野
長
◎

可
惜
快
車
窓
外
景

刹
那

一
瞥
刹
那
忘
◎

越
後
に
赴
く
車
中

信 清 香 刀 万 眼
水 関 峯 峡 象 中
惜
し
む
可
し

せ
つ

な

い
ち

べ
つ

 刹
那

一
瞥

そ
う
ぼ
う

天
地

太
だ
勿
忙

人
を
背
に
後
方
に
飛
ぶ

が
い

奇
厘

霜
葉
点
じ

し
ゅ
う
う

こ
う
こ
う

騒
雨

虹
光
を
掛
く

北
出
し
て

連
山
秀
で

西
来
し
て

平
野
長
し

快
車

窓
外
の
景

刹
那
に
忘
る

◎
下
平
七

・
陽

=
二

(第

一
二
号
)

こ
の
詩

は
、
『冬
柏
』
以
外
に
は
見

え
な
い
詩
で
あ
る
が
、
制
作
時
は

一
二
の

詩
と
同
時
期
か
。
越
後
平
野
を
走
る
車
窓
の
風
景
を
叙
し
た
も
の
だ
が
、
第
八
句

の
末
句
は
、
表
現
は
い
い
の
だ
が
平
灰

の
乱
れ
が
あ
る
。

一
句
の
な
か
で
同
じ
詩

語

「
刹
那
」
を
重
ね
て
用
い
る
の
は
明
ら
か
に
誤
り
な
の
を
敢
え
て
用
い
た
の
は

何
か
意
図
す
る
所
が
あ

っ
て
の
こ
と
だ

ろ
う
か
。
七
言
律
詩
。

次

の

一
四
～

一
九
ま
で
の
六
首
は
、

号
に
載
せ
る
。

第
六
巻
掲
載
の
詩
で
あ
る
。

一
四
は
第

一

落
合
直
文
先
生
忌
辰
書
懐

落
合
直
文
先
生
の
忌
辰
に
懐
い
を
書
く

一
四

(
第

一
号

)

　

そ
う
こ
う

少
年
立
志
路
岬
礫
◎

少
年

志
を
立

て

路

岬
蝶

幸
遇
良
師
千
里
行
◎

幸

い
に
良
師
に
遇
い
て

千
里
を
行
く

不
在
淺
香
社
中
讃

浅
香
社
中
に
在

り
て
読
ま
ざ
れ
ば

　

ひ
っき
ょう

いち
が
んせ
い

寛
也
畢
寛

一
頑
生
◎

寛
や

畢
寛

一
頑
生
◎
下
平
八

・
庚

落
合
直
文
の
法
要

で
の
作
。
『書
簡
集
成
』
第
三
巻
。。Φ
①
は
、

詩
題
は
、
「
次
友
人
某
君
韻
二
首
」

の
二
の
詩

で
あ
り
、

鉄
幹
の
歌
の
師
、

同
様

の
詩
を
収
め
る
が
、

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

落
合
直
文
の
法
要
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
詩

の
第

一
句
は

「匹
夫
」、
第
二
句
は

「扶
抜
得
…
初
可
…
」
、
末
句
は

「狂
」
と
あ
る
。
昭
和
九
年

(
お
ω
幽)
十

一
月
二

十
七
日
付
け
、
湖
畔
宛
の
書
簡
で
あ
る
。
な
お
書
簡

に
は
詩

の
直
後
に
、
「右
御

次
韻
下
さ
れ
た
く
候
」
と
い
う

一
文
が
あ
る
。

た
だ
し
昭
和
八
年

(一⑩
ωG。
)
は
落
合
直
文
没
後
三
十
年
に
あ
た
る
の
で
、
『
冬

柏
』
『書
簡
集
成
』

の
両
詩
と
も

「
淺
香
社
」
(明
治
二
十
六
年

(一c。⑩
。。
)
に
、
鮎

貝
椀
園
等
と
創
立
)
等
の
詩
語
が
あ
る
こ
と
か
ら

『
冬
柏
』
の
詩
題

の

「
落
合
直

文
」
三
十
回
忌
の
時
の
作
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
七
言
絶
句
。

次
の

一
五
は
第
二
号
に
載
せ
る
。

偶
感
、
用
渡
邊
湖
畔
君
寄
懐
韻

偶
感
、
渡
邊
湖
畔
君
の
懐
い
を
寄
す
の
韻
を
用
う

流
光
催
老
早

疎
髪
與
誰
遊
◎

訓
詰
徒
彫
骨

折
疑
稀
嵩
頭
◎

　
　
天
地
大

宙
宙
物
心
幽
◎

錆
書
何
方
有

學
人
千
古
愁
◎

渡
邊
湖
畔

の
贈
詩
に
対
す
る
次
韻
の
答
詩
だ
が
、

い
。
内
容
か
ら
は
、 流

光

催
老
早
し

耐

は
つ

疎
髪

誰
と
遊
ば
ん

い
た
ず

訓
詰

徒
ら
に
骨
を
彫
り

ひ
ら

疑
を
折
き

稀
に
点
頭
す

　
　

天
地
は
大
に
し
て

よ
う
よ
う

か
す

宙
盲

物
心
幽
か
な
り

き錆
え
尽
く
す

何
れ
の
方
か
有
る

学
人

千
古
愁
う

◎
下
平
十

一
・
尤

『冬
柏
』

晩
年
の
作
か
と
推
察
さ
れ
る
。

一
五

(第
二
号
)

以
外

に
は
見
え
な

七
言
律
詩
。

次

の

一
六
か
ら

一
九
ま
で
は
、
第
三
号
に
掲
載
の
漢
詩
だ
が
、

一
六

・
一
七
の

二
首
は
、
連
作
の
短
歌
か
ら
次
の
連
作

の
短
歌

へ
の
紙
葉
の
余
白
を
埋
め
る
形
で

あ
り
、

一
八
も
別
の
紙
葉
だ
が
同
じ
よ
う
な
形
、

一
九
も
や
は
り
お
な
じ
よ
う
な

形
で
、
頁
の
余
白
を
埋
め
て
い
る
。
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

送
古
澤
北
冥
老
兄
再
赴
任
干
満
洲
、
用
其
留
別
詩
龍

一
六
(第
三
号
)

古
澤
北
冥
老
兄
が
、
再
び
満
洲
に
赴
任
す
る
を
送
り
、
其
の
留
別
の
詩
の

駒
を
用
う

蕩
蕩
王
庭
利
用
賓
◎

蕩
蕩
た
り
王
庭

利
用
の
賓た

奮
邦
方
属
命
維
新
◎

旧
邦

方
に
属
し
て

命
維
だ
新
た
な
り

再
出
知
君
懐
抱
在

再
び
出
ず

君
が
懐
抱
在
る
を
知
る

い

っ
き

や
す

一
磨
千
里
靖
風
塵
◎

一
鷹
千
里

風
塵
靖
し
◎
上
平
十

一
・
真

古
澤
末
吉

(未
詳
)
の
留
別
の
詩

に
対
す
る
次
韻
の
詩
。
『書
簡
集
成
』
第
三

巻
輔
に
、
詩
題
は
同
じ
だ
が

「古
澤
君
」
と
い
う
名
称
を
使

っ
て
別

の
詩
を
収
め

て
い
る
。
昭
和
十
年

(一㊤
G。α
)
二
月
六
日
付
け
、
渡
邊
湖
畔
宛
の
書
簡
。
制
作
時

は
昭
和
十
年
二
月
ご
ろ
。
こ
れ
も
同
時
期
の
作
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
七
言
絶

唖
・

冬
日
偶
成

今
日
世
情
唯
銃
劔

古
來
天
下
属
英
雄
◎

詩
人
別
有
千
秋
業

吟
断
寒
山
落
木
風
◎

『書
簡
集
成
』
第
三
巻
輔
の
同
じ
と
こ
ろ
に
、

句
は

「由
来
」
、
第
三
句
は

じ
昭
和
十
年

(一⑩ω
㎝)

冬
日
偶
た
ま
成
る

今
日

世
情

唯
だ
銃
剣
の
み

古
来

天
下

英
雄
に
属
す

詩
人

別
に
千
秋
の
業
有
り

吟

寒
山
落
木

の
風
に
断
ゆ

◎
上
平

一
・
東

詩
題
は

「
年
事
」
、
第
四
句
は

「坐
」

二
月
ご
ろ
。
七
言
絶
句
。

二
月
五
日
雪
後
有
作

二
月
五
日
、
雪

の
後

に
作
有

り

天
晴
暖
生
閣

天
晴
れ

て

暖

閣
に
生
ず

一
七

(第
三
号
)

「
偶
感
」
、
詩

の
第
二

と
あ
る
。
制
作
時
は
同

一
八

(第
三
号
)

猫
坐
氣
悠
哉
◎

籠
落
猶
残
雪

庭
除
既
早
梅
◎

誰
憐
耽
古
學

何
耐
伍
群
才
◎

知
己
唯
春
色

陳
編
堆
裏
來
◎

独
り
坐
す

知 何 誰 庭 籠 り
己 ぞ か 除 落 ～

気

悠
な
る
哉

猶
お
雪
を
残
し

既
に
早
梅ふけ

古
学
に
耽
る
を
憐
れ
み

伍
群
の
才
に
耐
え
ん

唯
だ

春
色

た
い

り

陳
編
の
堆
裏
に
来
る

◎
上
平
十

・
灰

先

の
二
首
と
併
せ
て
、
『書
簡
集
成
』
第
三
巻
輔
に
収
め
る
。
詩
題
は

「
二
月

五
日
雪
後
偶
感
」
、
詩
の
第

一
句
は

「屋
生
暖
」
、
第
二
句
は

「意
」、
第
五
句
は

「
訓
」
、
第
六
句
は

「自
映
　
新
…
」
と
あ
る
。
制
作
時
は
、
昭
和
十
年
二
月
、
早

　
き
　

春
の
こ
ろ
の
作
。
五
言
律
詩
。

遙
青
書
屋
雑
詩

世
間
争
得
失

不
若
守
清
貧
◎

封
此
寒
梅
笑

逃
彼
俗
士
唄
◎

空
名
何
爲
者

達
道
幾
多
人
◎

任
几
几
悠
然
老

書
中
自
有
春
◎

遥
青
書
屋
雑
詩

世
間

得
失
を
争
う

し

清
貧
を
守
る
に
若
か
ず

此
れ
に
対
し
て

寒
梅
笑
い

い
か

彼
を
逃
れ
て

俗
士
噴
る

な
に
す

空
名

何
為
す
る
者
ぞ

達
道

幾
多
の
人

も
た

几
に
任几
れ
て

悠
然
と
し
て
老
い

書
中

自
ず
か
ら
春
有
り◎
上
平
十

一
・
真

一
九

(第
三
号
)

こ
の
詩
は

『冬
柏
』
以
外

に
は
見
え
な
い
が
、
制
作
時
期
は

一
八
と
同
じ
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
五
言
律
詩
。
『
冬
柏
』
所
載
の
鉄
幹

の
漢
詩
の
最
後
の
詩
で

あ
り
、
同
時
に
鉄
幹
の
漢
詩

の
最
終
作
、
亡
く
な
る

一
ヶ
月
ほ
ど
前
の
作
で
あ
る
。

詩
題
の

「遙
青
書
屋
」
は
荻
窪
に
あ

っ
た
鉄
幹
晶
子
夫
妻

の
自
宅

の
書
斎
。

○
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『
書
簡
集
成
』
に
は
、
十
六
首
の
鉄
幹

の
漢
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
『
冬

柏
』
時
代

つ
ま
り
昭
和
五
年
か
ら
、
鉄
幹
が
亡
く
な
る
昭
和
十
年
ま
で
の
作
が
十

一
首
、
そ
の
中

で
す
で
に

『
冬
柏
』

の
と
こ
ろ
で
挙
げ
た
も
の
が
九
首
あ
り
、

『
書
簡
集
成
』
所
収

の
も
の
と
し
て
二
首

を
取
り
あ
げ
る
。

次

の
詩
は
、
第
三
巻
鰯
に
収
め
る
詩

で
あ
る
。

書
懐
廣
和
湖
畔
君
瑠
韻

巻
三
鰯

懐
い
を
書
し
湖
畔
君
の
瑠
韻
に
贋
和
す

ご
き
ゅ
う

生
平
自
足

一
狐
裏
◎

生
平

自
ず
か
ら
足
る

一
狐
蓑

天
下
所
求
吾
不
求
◎

天
下
の
求
む
る
所

吾
は
求
め
ず

詩
無
有
花
也
有
月

詩
に
花
有
る
こ
と
無
き
も

也
た
月
有
り

き
き
ゅ
う

優
游
未
敢
憶
蹄
休
◎

優
游

未
だ
敢

え
て
帰
休
を
憶
わ
ず

◎
下
平
十

一
・
尤

渡
邊
湖
畔
の
贈
詩

に
対
す
る
次
韻
の
答
詩
。
昭
和
九
年
九
月
五
日
付
け
、
の
湖

畔

に
対
す
る
書
簡

に
見
え
る
二
首
の

一
首

で
あ
る
。

漢
詩
に
先
立

っ
て

「
…
ご
近
作
の
漢
詩
二
首
お
示
し
被
下
う
れ
し
く
存
じ
候
。

何
れ
も
現
字
に
て
次
韻
甚
だ
む

つ
か
し

く
候
。」
と
あ
り
、

こ
の
詩
と
既

に
注
の

(7
)で
挙
げ
た

「
又
」
と
題
す
る
詩
の
二
首
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
二
首
に
は
、

何
か
超
世
俗
ま
た
逃
避

の
思
想
が
表
現

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
「閑
適
」

の

詩

に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
七
言
絶
句
。

次

の
詩

は
巻
三

・
舗

・
蹴
の
二
箇
に
収
め
る
。
絵
葉
書
と
書
簡
。

偶
成
、
次
上
田
喜
太
郎
君
近
作
駒

偶
た
ま
成
る
、
上
田
喜
太
郎
君

の
近
作
の
韻
に
次
す

そ

は
つ
ろ
う
ざ
ん

自
憐
疎
髪
老
残
人
◎

自
ら
憐
れ
む

疎
髪
老
残
の
人

む
か

猶
封
秋
風
燈
只
親
◎

猶
お
秋
風
に
対
い
て

燈
只
だ
親
し
む

詞
葉
不
如
霜
葉
美

詞
葉

霜
葉
の
美
な
る
に
如
か
ず

き
ん
し
ん

前
林
高
樹
悉
金
身
◎

前
林
の
高
樹

悉
く
金
身

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

巻

三

・
隔

・
蹴

◎
上
平
十

一
・
真

第
三
巻
踊
の
昭
和
九
年
九
月
二
十
七
日
付
け
、
湖
畔
宛
の
絵
葉
書
。
及
び
説
の

昭
和
九
年
十

一
月
二
十
七
日
付
け
、
湖
畔
宛
の
書
簡
で
差
出
人
は
鉄
幹
晶
子
夫
妻
。

詩
題
は

「次
友
人
某
君
韻
二
首
」

の

一
首
目
、
二
首
目
は
、
す

で
に

『
冬
柏
』

一

四
の
所

で
ふ
れ
た
詩

で
あ
る
。
『
冬
柏
』

で
は
落
合
直
文
の
三
十
回
忌
の
法
要
の

詩
と
し
て
掲
載
す
る
。
七
言
絶
句
。

○

最
後
に

[渡
邊
湖
畔
蔵
]

の
鉄
幹
の
漢
詩
を
取
り
あ
げ
る
が
、
資
料
は
紙
箋

・

色
紙

・
書
簡
な
ど
で
あ
り
、
『冬
柏
』
『
書
簡
集
成
』
と
は
資
料

の
質
が
全
く
異
な

る
こ
と
を
初
め
に
断

っ
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ら
の
原
資
料
の
解
読
は
、
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一
部
判
読
で
き
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の
教
え
を
乞
う
た
。
な
お
論
文
中
の
鉄
幹
の
漢
詩

の
訓
読
は
す
べ
て
筆
者
の
責
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

「
渡
邊
湖
畔
氏
蔵
」
資
料

の
漢
詩
は
十
四
首
あ
る
が
、
『
書
簡
集
成
』
と
同
じ

く

『
冬
柏
』
の
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
ふ
れ
た
も
の
ま
た
注

に
挙
げ
た
も
の
、
ま
た

『
満
蒙
遊
草
』
に
見
え
る
も
の
は
省
略
し
、
こ
の
資
料
だ
け
に
見
え
る
も
の
、
四

首

の
漢
詩

に
限
定
し
た
。

畳
韻
偶
感

風
到
寒
梅
落

難
分
花
与
泥
◎

國
風
誰
所
傳

大
雅
無
將
迷
◎

唯
當
持
猫
静

不
為
歎
孤
凄
◎

知
己
千
年
遠

詩
成
笑
示
妻
◎

寛

未
定
稿

風
到
り
て

寒
梅
落
ち

花
と
泥
と
を
分
か
ち
難
し

国
風

誰
か
伝
う
る
所
ぞ

す

大
雅

迷
わ
ん
と
将
る
無
し

ど
く
せ
い

唯
だ

当
に
独
静
を
持
し
て

孤
凄
を
歎
く
を
為
さ
ざ
る
の
み

知
己
は
千
年
遠
し

詩
成
り

笑
い
て
妻
に
示
す
◎
上
平
八

・
斉

⑥
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

未
定
稿

の
詩
。
定
稿
と
な

っ
た
詩
は
分
か
ら
な
い
が
、
す
で
に
引
用
し
た
詩
と

併
せ
考
え
る
と
、
制
作
時
は
昭
和
九
年
二
月
か
三
月
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の

事
に
就
い
て
は
後
で
述
べ
る
。
「寒
梅
」
「妻
」

の
詩
語
に
よ
り
季
節
は
冬
、
「
妻
」

は
晶
子

で
あ
る
。。
五
言
律
詩
。

の
未
定
稿
の
紙
箋
か
ら
の
こ
の
解
釈
は
恐
ら
く
ま
ち
が

っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
末
句
の
脚
韻
の
字

「妻
」
が
、
③

・
④

・
⑤

・
⑥

・
⑦
の
五
首

の
詩
に
共

通
し
て
い
る
の
は
、
妻
の
晶
子
に
対
す
る
夫
と
し
て
の
愛
情
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

ほ
ほ
え
ま
し
い
と
さ
え
言
え
る
も
の
が
あ
る
。

雪
後
用
湖
畔
君
来
示
酌

寛

雪
後
、
湖
畔
君
来
り
て
示
す
龍
を
用
う

二
月
園
中
雪

今
朝
半
作
泥
◎

梅
花
早
芳
烈

柳
色
既
微
迷
◎

簑
帳
愛
春
暖

擁
燈
忘
晩
凄
◎

未
思
出
遊
計

室
有
病
鯨
妻
◎

二
月

園
中
の
雪

今
朝

半
ば
泥
と
作
る

つ
と

ぽ
う

梅
花

早
に
芳
烈
し
く

柳
色

既
に
微
か
に
迷
う

か
か

帳
を
褻
げ
て

春
暖
を
愛
し

よ
う

櫨
を
擁
し
て

晩
凄
を
忘
る

未
だ
出
遊
の
計
を
思

わ
ず

室
に
病
余
の
妻
有
り

◎
上
平
八

・
斉

⑦

渡
邊
湖
畔
の
贈
詩

に
対
す
る
次
韻
の
答
詩
。

「
雪
」
「
梅
」
「
柳
」
「病

余
の
妻
」
等
の
語
に
よ
り
、

「病
余
の
妻
」
は
晶
子

の
こ
と
。
五
言
律
詩
。

こ
の
⑥

・
⑦

の
二
首
は
、
五
言
律
詩

で
、
韻
は
上
平
八

・
斉

で
あ
る
。

ち
な
み
に
す

で
に
引
用
し
た
、
③

(
『
冬
柏
』
三
)

・
④

(『冬
柏
』
四
)

・
⑤

(『
冬
柏
』
三
)

の
詩
も
す
べ
て
五
言
律
詩
で
、
韻
は
上
平
八

・
斉

で
あ
る
。
ま
た

次
韻

・
和
韻
の
詩
な
の
で
、
二

・
四

・
六
・八
句
の
末
字
が
す
べ
て

「泥
」
「
迷
」

「
凄
」
「
妻
」
の
字

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
れ
ら
の
③

・
④

・
⑤

・
⑥

・
⑦
の
五

首

の
詩

は
、
制
作
時
期
が
同
じ
時
期
に
集
中
し
、
次
韻
の
詩
の
相
手
は
渡
邊
湖
畔

に
限
定
さ
れ
、
詩
題
に

「
畳
萄
」
「
三
畳
龍
」
「
四
畳
餉
」
の
語
が
あ
る
の
で
、
両

者
の
間
の
詩

の
や
り
と
り
が
か
な
り
頻
繁
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、

湖
畔
が
鉄
幹
に
宛
て
た
詩
は
残

っ
て
い
な
い
の
で
推
定
の
域
を
出
な
い
が
、
鉄
幹

遥
青
書
屋
雑
詩
傳
湖
畔
詞
兄

一
簗
併
乞
爲
高
和

淫
煙
主
円
圭
日
日屋
帆杷
詩

、

空
諮
西
郊
上

棲
遅
得
小
楼
◎

遙
峰
雲
際
列

一
水
草
中
流
◎

封
客
猶
青
眼

観
花
猫
白
頭
◎

秋
天
聞
断
雁

晩
景
見
婦
牛
◎

平
楽
自
然
至

浮
名
何
所
求
◎

細
君
亦
知
字

和
我
醇
中
謳
◎

一 遥 棲註空1

水 峰 遅ち諮奪

寛

⑨

湖
畔
詞
兄
に
一
藥
を
伝
え
併
せ
て
高
和
を
乞
う

ほ
と

西
郊
の
上
り

小
楼
を
得

雲
際
に
列
び

草
中
に
流
る

こ
の
⑨
の
詩
は
、

妻
晶
子
と
短
歌

・
漢
詩
を
唱
和
し
た
、

し
く
詩

の
形
式
は
五
言
十
二
句

の
排
律
詩

で
あ
る
。

の
下
の
三
字

「亦
知
字
」

の
構
成
が
平
灰
の
規
則
に
拘
泥
し
す
ぎ
の
感
が
あ
り
詩
的
表
現
が
十
分
で
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
五
言
排
律
、
十
二
句
。

客

に
封
し
て
猶
お
青
眼
の
ご
と
き
も

花
を
観
る
は
独
り
白
頭

秋
天

断
雁
を
聞
き

晩
景

帰
牛
を
見
る

平
楽

自
然
に
至
り

浮
名

何
の
求
む
る
所

細
君
も
亦
た
字
を
知
りうた

我
に
和
し
て
酔
中
に
謳
う◎
下
平
十

一
・
尤

制
作
時
を
確
定
で
き
な
い
が
、
遙
青
書
屋
で
、
秋

の
夕
暮
れ
、

の
ど
か
な
風
景
を
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
珍

平
灰
に
関
し
て
は
、
十

一
句

が
灰
字

の
連
続

で
あ
る
以
外
は
正
確
で
あ
る
が
、
対
句

書
懐
次
湖
畔
君
芳
龍

寛

⑪
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懐
い
を
書
し
、

不
知
世
過
熱

野
屋
洞
然
開
◎

白
露
三
竿
竹

黄
蝉

一
樹
椀
◎

涼
風
吹
巻
入

好
友
寄
詩
来
◎

未
遂
平
生
學

爲
之
猶
搦
哀
◎

湖
畔
君
の
芳
駒
に
次
す

知
ら
ず

世
の
過
熱
を

好 涼 黄 白 野
友 風 蝉 露 屋

洞
然
と
し
て
開
き

三
竿
の
竹

一
樹
の
椀

巻
を
吹
き
て
入
り

詩
を
寄
せ
来
た
る

渡
邊
湖
畔
か
ら
の
贈
詩
に
対
す
る
次
韻
の
答
詩
。

確
定

で
き
な
い
が
、

は
見
慣
れ
な
い
詩
語
だ
が
、

語
で
あ
る
。
猛
暑

の
日
中
、

か
。
五
言
律
詩
。

○

『
冬
柏
』
時
代

の
鉄
幹
の
漢
詩
は
、
『
冬
柏
』
十
九
首
、
『
書
簡
集
成
』
所
収
十

一
首
、
「渡
邊
湖
畔
氏
蔵
」
十

一
首
、
で
四
十

一
首
を
数
え
る
。
今
回
は
、
『
冬
柏
』

を
基
礎
資
料
と
し
て
、
他
の
二
つ
の
資
料
と
相
互
に
重
な
ら
な
い
も
の
を
選
び
、

『
書
簡
集
成
』
か
ら
二
首
、
[渡
邊
湖
畔
氏
蔵
]
か
ら
四
首
、

の
計
二
十
五
首
の
詩

を
す

べ
て
挙
げ
て
、
そ
の
特
徴
と
問
題
点
を
提
示
し
た
。

『冬
柏
』
と
他
の
資
料
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
鉄
幹

の
並
々
な
ら
ぬ
漢
詩

へ
の

傾
倒
と
愛
着
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
予
想
外
の
収
穫

で
あ

っ
た
。
ま
た

『
冬

柏
』
掲
載
に
い
た
る
ま

で
推
敲

に
推
敲

を
重
ね
て
、
定
稿
を
作
成
し
た
こ
と
が

「
渡
邊
湖
畔
氏
蔵
」
の
資
料
、
言
い
換
え
れ
ば
生

の
資
料
に
よ

っ
て
あ
る
程
度
の

考
証
ま
た
調
査
が
可
能

で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
初
め
て
新
潟
県
佐
渡

の
渡
邊
資
料

館
を
訪
れ
こ
れ
ら
の
漢
詩

の
資
料
を
閲
覧
し
た
折
に
は
、
詩

の
題
が

一
体
何
を
意

味
す
る
の
か
正
直
な
と
こ
ろ
皆
目
見
当
が

つ
か
ず
、
あ
る
程
度

の
予
測
が

つ
く
ま

未
だ
平
生
の
学
を
遂
げ
ず

之
が
為

に
猶
お
独
り
哀
し
む
◎
上
平
十

・
灰
こ
の
⑪

の
詩
も
制
作
時
期
を

昭
和
九
年
の
夏
ご

ろ
の
作
で
は
な
い
か
。
第

一
句
の

「過
熱
」

文
字
ど
お
り

「熱
す
ぎ
」

の
意
と
す
れ
ば
、
和
臭
漢

学
問
の
捗

ら
な
い
の
を
哀
し
む
心
境
を
詠
ん
だ
も
の

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

で
に
か
な
り
の
日
数
を
要
し
た
。

最
も
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る

『
冬
柏
』
で
さ
え
も
、
ま
だ

追
跡
調
査
を
必
要
と
す
る
部
分
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
。
創
刊
と
終
刊

の
年
月
日

が
や

っ
と
判
明
し
た
だ
け
で
も
少
々
進
展
し
た
と
い
え
る
が
、
や
は
り
全
体

で
ど

れ
だ
け
の
号
数

・
冊
数
が
発
行
さ
れ
た
の
か
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

複
数

の
所
蔵
者
の
協
力
が
早
急
に
侯
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
は
、
『冬
柏
』
を
中
心
に
、
『書
簡
集
成
』
、
「渡
邊
湖
畔
蔵
」
等

の
資
料
を

総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
存
在
価
値

の
再
認
識

が
で
き
、
次

へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

関
係
者
の
か
た
が
た
に
対
し
て
、
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

な
お

『満
蒙
遊
記
』
(「
満
蒙
遊
草
」
)
及
び
鉄
幹
自
筆
の
漢
詩

の
草
稿
、

に
つ

い
て
は
次
の
課
題
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

[※
]
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
漢
詩

の
所
載
雑
誌
の
巻

・
号
を
改
あ
て
次

に
記
し
て

お
く
。
■

『
冬
柏
』
十
九
首

湖
畔
宛
・
:
八
首

(底
本
は
鞍
馬
寺
蔵
本
を
用
い
た
)

①
第
五
巻

・
第

一
号

(昭
和
八
年
十
二
月
二
十
八
日
発
行
)
。

『
冬
柏
山
房
抄
』
漢
詩
及
書

(色
紙
)
。
(昭
和
十
年
十
月
)

③
第
五
巻

・
第
三
号

(昭
和
九
年
二
月
二
十
八
日
発
行
)。

④
第
五
巻

・
第
四
号

(昭
和
九
年
三
月
二
十
八
日
発
行
)。

「
湖
畔
氏
蔵
」
⑤

・
③

⑤
第
五
巻

・
第
五
号

(昭
和
九
年
四
月
二
十
八
日
発
行
)。

『
書
簡
集
成
』
第
四
巻

・
43
。
「
湖
畔
氏
蔵
」
④
。

⑥
第
五
巻

・
第
八
号

(昭
和
九
年
七
月
二
十
八
日
発
行
)

『書
簡
集
成
』
第
三
巻

・
謝

⑦
第
五
巻

・
第
八
号

(昭
和
九
年
七
月
二
十
八
日
発
行
)

「
湖
畔
氏
蔵
」
⑩

⑧
第
五
巻

・
第
八
号

(昭
和
九
年
七
月
二
十
八
日
発
行
)。
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

「湖
畔
氏
蔵
」
⑫
。

⑨
第
五
巻

・
第
八
号

(昭
和
九
年
七
月
二
十
八
日
発
行
)
。

「湖
畔
氏
蔵
」
⑧
。

⑩
第
五
巻

・
第
十
号

(昭
和
九
年
九
月
二
十
八
日
発
行
)
。

⑪
第
五
巻

・
第
十
号

(昭
和
九
年
九
月
二
十
八
日
発
行
)
。

⑫
第
五
巻

・
第
十
号

(昭
和
九
年
九
月
二
十
八
日
発
行
)。

『
書
簡
集
成
』
第
三
巻

・
脚
。
鰯
。

⑬
第
五
巻

・
第
十
二
号

(昭
和
九
年
十

一
月
二
十
八
日
発
行
)。

「
湖
畔
氏
蔵
」
①
。

⑭
第
五
巻

・
第
十
二
号

(昭
和
九
年
十

一
月
二
十
八
日
発
行
)。

⑮
第
六
巻

・
第

一
号

(昭
和
九
年
十
二
月
二
十
八
日
発
行
)。

『
書
簡
集
成
』
第
三
巻

・
謝
。

⑯
第
六
巻

・
第
二
号

(昭
和
十
年

一
月
二
十
八
日
発
行
)。

⑰
第
六
巻

・
第
三
号

(昭
和
十
年
二
月
二
十
八
日
発
行
)。

⑱
第
六
巻

・
第
三
号

(昭
和
十
年
二
月
二
十
八
日
発
行
)。

『
書
簡
集
成
』
第
三
巻

・
姫
。

⑲
第
六
巻

・
第
三
号

(昭
和
十
年
二
月
二
十
八
日
発
行
)。

『書
簡
集
成
』
第
三
巻

・
輔
。

※
②
小
川
茅
村

の
詩
。

(注

(
2
)
参
照
)

■

『書
簡
集
成
』
全
十
六
首

◇
二
首

(⑦

・
⑩
)

湖
畔
宛
…
二
首

巻

・
番
号

日

付

冬
柏

・
巻
号

①
●
三
畳
韻
呈
湖
畔
兄

2

・
詔

②
●
歳
端
次
森
繁
夫
君
兄
示
詩
韻
2

・
鰯

③
●
元
旦
次
上
田
喜
太
郎
君
詩
韻

々

④
●

々

々

⑤
●
中
秋
口
占

『
堺
』
⑥

2

・
捌

⑥
●
寄
懐
干
湖
畔
君

(未
定
艸
)
3

・
謝

◇
⑦
●
書
懐
贋
和
湖
畔
君
瑠
韻

3

・
鰯

昭
4

1

18

大
15

8

30

昭

9

9

5

5

10

昭 昭

94

69

2321

6

8

⑧
●
又

々

⑨
●
書
懐

用
湖
畔
君
寄
懐
芳
韻
3

・
脚

◇
⑩
●
偶
成
上
田
喜
太
郎
君
近
・
・

3

・
謝

⑪
●
次
友
人
某
君
韻
二
首

3

・
謝
・
鍋

⑫
●

々

々

⑬
●
二
月
五
日
雪
後
偶
感

3

・
輔

⑭
●
古
沢
君
見
示
留
別
詩
次
韻
:

々

⑮
●
偶
成

々

⑯

(無
題
)

4

・
43

●
湖
畔
宛
書
簡

・
葉
書

■

「渡
邊
湖
畔
氏
蔵
」
全
十
四
首

6

1

昭
9

11

27

昭
9

11

24

昭

9

9

15

5

10

5

8

 

昭

10

・
2

・
6

昭

11

・
5

・
26

⑯
西
村

一
平
宛
書
簡

◇
四
首

湖
畔
宛
…
十
二
首

①
昭
和
九
年
晩
秋
遊
佐
渡
訪
湖
畔
君
先
有
五
律

一
首
次
其
駒
以
酬

②
蒙
古
劉
將
軍
轍
江
水
荘
招
宴
席
上
遇
黒
龍
江
省
督
軍
呉
俊
陞
…

③
三
畳
駒
記
偶
成

④
偶
成
四
聾
餉

⑤
偶
成
三
曼
龍

◇
⑥
畳
韻
偶
感

◇
⑦
雪
後
用
湖
畔
君
来
示
龍

⑧
次
湖
畔
兄
寄
懐
瑠
龍
以
酬

寛 寛 寛 寛 寛 寛

未
定
稿

未
定
稿

未
定
稿

未
定
稿

未
定
稿

◇
⑨
遥
青
書
屋
雑
詩
傳
湖
畔
詞
兄

一
薬
併
乞
爲
高
和

⑩
謝
湖
畔
君

◇
⑪
書
懐
次
湖
畔
君
芳
龍

⑫
鵬
外
先
生
十
三
回
忌
辰
謹
賦

⑬
春
日
懐
湖
畔
君
二
律

⑭

々

※
①

『冬
柏
』
第
五
巻

・
第
十
二
号

②

『満
蒙
遊
草
』
⑳

③

『冬
柏
』
第
五
巻

・
第
四
号

ρ
U

●

0
0

慶
U

●

9
σ

只
U

●

rへ
)

寛寛 寛 寛 寛
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④

『
冬
柏
』
第
五
巻

・
第
五
號
。
『
書
簡
集
成
』
第
四
巻

・
43

⑤

『
冬
柏
』
第
五
巻

・
第
四
號

⑥
?

⑦
?

⑧

『
冬
柏
』
第
五
巻

・
第
八
號

⑨
?
⑩

『冬
柏
』
第
五
巻

・
第
八
號

⑪
?
⑫

『
冬
柏
』
第
五
巻

・
第
八
號

⑬
⑭
昭
和
三
年
三
月
二
日

[◇
]
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
鉄
幹
の
漢
詩
。
(『冬
柏
』
は
全
十
九
首
)

[参
考
文
献
]

○

『
書
簡
集
成
』
…

『
与
謝
野
寛

・
晶
子
書
簡
集
成
』
第

一
巻
～
第
四
巻

逸
見

久
美
編

八
木
書
店
。
(二
〇
〇
二
年
十
月
～
二
〇
〇
三
年

七
月
)

○

「渡
邊
湖
畔
氏
蔵
」
…
渡
邊
湖
畔

は
、
新
潟
県
佐
渡

の
漢
詩
人
、
歌
人
、
『明

星
』
の
同
人
。
現
在
は

「渡
邊
湖
畔
資
料
館
」
と
し
て
、
新
潟
県
佐
渡
で
、
湖

畔
氏
の
甥
に
当
た
る
渡
邊
和

一
郎
氏
が
か

つ
て
の
湖
畔
所
有

の
蔵
書
等
を
管
理

し
て
お
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
資
料
館
を
二
度
訪
ね
て
、
鉄
幹
自
筆

の
色
紙

・
紙

箋
等
を
直
接
、
ま
た
直
筆
の
書
簡
を
閲
読
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お

「
渡
邊

湖
畔
氏
蔵
」
に
付
し
た
、
①
～
⑭
ま

で
の
数
字
は

「渡
邊
湖
畔
氏
蔵
」

の
十
三

点

(十
四
首
)
に
便
宜
上
付
し
た
番
号
で
あ
る
。

[注
]

(1
)

西
村
富
美
子

「与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

初
稿
」
本
学

・
言
語

・
文
学

・
文

化

第
六
号

平
成
十
九
年
三
月
。

西
村
富
美
子

「与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩
1

『
海
内
詩
媒
』
の
漢
詩
人

安
藤

寛
1
」
々

第
七
号

平
成
二
十
年
三
月
。

西
村
富
美
子

「与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩
1

『
明
星
』
第
二
次
時
代
の
漢
詩
人

与
謝
野

寛
1
」

々

第
八
号

平
成
二
十

一
年
三
月
。

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

等
の
諸
稿
で
論
じ
た
。

(2
)

時
期
的

に
は
、
『
冬
柏
』
時
代

(昭
和
五
年
～
昭
和
十
年
)
よ
り
も

『満

蒙
遊
記
』
(昭
和
三
年
の
旧
満
州
旅
行
)
の
ほ
う
が
先
で
あ
る
が
、
鉄
幹

・

晶
子
夫
妻
が
主
催
し
た
雑
誌
、
特
に
鉄
幹
の
漢
詩
に
関
し
て
第
二
次

『明

星
』
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
は

『
冬
柏
』
で
あ
る
と
考
え
、
先
に
取
り
あ
げ

る
こ
と
に
し
た
。

(3
)

現
在
は
全
百
八
十
八
冊
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
第
十
六
巻
以
降
の
冊
数

が
未
確
認
の
状
態

で
あ
る
。
(鞍
馬
寺
蔵

-
百
八
十
冊
。
西
村

一
平
氏
蔵

・

田
中
和
子
氏
蔵

に
よ
る
補
充
八
冊
、
発
行
総
冊
数
は
百
九
十

一
冊
か
。
)

(4
)

内
山
英
保
氏
は
昭
和
十
年
十
月
に

『冬
柏
山
房
抄
』
を
刊
行
し
て
い
る
。

内
容
は
、
絵
画
、
書
、
短
歌
、
漢
詩
な
ど
で
あ
り
、
執
筆
者
は
与
謝
野
夫

妻
を
始
め
と
し
て

『
冬
柏
』
の
同
人
と
重
な
る
が
、
な
か
に
堀
口
九
萬

一

な
ど
も
漢
詩
を
寄
せ
て
お
り
、
著
名
な
作
家
、
画
家
、
歌
人
、
俳
人
な
ど

実
に
豪
華
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
鉄
幹
は
、
漢
詩
、
短
歌
、
書
を
寄
稿
し
て

い
る
が
、
内
山
氏
の
依
頼
を
受
け
て

「冬
柏
山
房
の
記
」
を
書
い
て
い
る
。

昭
和
十
年

一
月
末
の
日
付
な
の
で
、
内
山
氏
も
言
う
よ
う
に
こ
れ
が
鉄
幹

の
散
文
の
絶
筆
か
も
知
れ
な
い
。

(5
)

『冬
柏
』
第
五
巻

・
第
三
号

(昭
和
九
年
二
月
二
八
日
)

遽
與
謝
野
爾
先
生

小
川
茅
村

む
か

与
謝
野
両
先
生
を
趣
え
てひ

よ

ふ
ん

つ

高
陵
把
腎
揖
鯨
芽

高
陵

胃
を
把
り
て
余
芽
を
揖
む

藝
苑
逸
才
推
二
君

芸
苑
の
逸
才

二
君
を
推
す

首
首
聯
珠
題
詠
在

首
首

連
珠

題
詠
在
り

古
城
秋
色
四
方
聞

古
城
の
秋
色

四
方
に
聞
こ
ゆ

※
三
頁
所
載
の
二
、
の
鉄
幹
の
漢
詩
は
、
こ
の
小
川
茅
村
の
詩
に
対
す
る
次

韻
の
答
詩
で
あ
る
。

(6
)

「渡
邊
湖
畔
氏
蔵
」
③

三
畳
餉
記
偶
成

寛

未
定
稿
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(
7
)

(8
)

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

た
ま

三
畳
韻
偶
た
ま
成
る
を
記
す

の
⑤
と
こ

の
③

の
未
定
稿
の
詩
が
あ
る
。

『書
簡
集
成
』
第
三
巻
鰯
、
に

「書
懐
廣
和
湖
畔
君
瑠
韻
」
の

「又
」
の

詩
と
し
て
、
次
の
詩
を
収
め
る
。てん

幽
鶴
在
贔
鴎
在
磯

幽
鶴

顯
に
在
り
て

鴎
は
磯
に
在
り

郊
居
猶
守

一
書
偉

郊
居

猶
お

一
書
偉
を
守
る

て
ず
か

手
栽
三
尺
庭
中
樹

手
ら
栽

う

三
尺
庭
中

の
樹

驚
見
十
年
皆
作
囲

驚
き

て
見
る

十
年

皆
な
囲
を
作
す
を

『
冬
柏
』

=

、
の
詩
に
は
、

㎜
と
こ
の
鰯
の
両
詩
が
あ
る
。
定
稿
と
な

っ

た

『冬
柏
』

一
一
、
の
詩
は
師

の
吉
田
学
軒
の
校
閲
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

『書
簡
集
成
』
第
三
巻
輔

(
『冬
柏
』

一
六
と
詩
題
は
同
じ
)
に
、
次
の

詩
が
見
え
る
。

古
沢
君
見
示
留
別
詩
次
韻

以
送
其
再
赴
任
干
満
州

古
沢
君
の
示
さ
る
る
留

別
の
詩
に
次
韻
し
以
て
其
の
再
び
満
州
に

赴
任
す
る
を
送
る

明
王
立
禮
待
佳
賓

明
王

立
礼
し
て

佳
賓
を
待

つ

ま
さ

正
是
奮
邦
維
命
新

正
し
く
是
れ
旧
邦

維
だ
命
新
た
な
り

り

ょ

コつ

き

良
騨
晩
加
千
里
気

良
騨

晩
に
千
里
の
気
を
加
え

こ

ロつ
こ

ロつ

昂
昂
蹴
破
大
荒
塵

昂
昂
と
し
て

大
荒
塵
を
破
る

春
寒
花
未
笑

何
日
燕
御
泥

名
教
人
間
書

謡
言
天
下
迷

時
戴
無
逸
樂

職
歌
有
饒
凄

投
筆
歎
衰
老

ロ
ハ愚
児
与
妻

三
頁
所
載
の

春
寒
く
し
て

花
未
だ
笑
わ
ず

く
わ

何
れ
の
日
か

燕

泥
を
脚
え

名
教

人
聞
尽
き

謡
言

天
下
迷
う

時
難

逸
楽
無
く

い
く
さ

や

戦
歌
ん
で

余
凄
有
り

筆
を
投
じ

て

衰
老
を
歎
き

只
だ
児
と
妻

に
愚
る

『
冬
柏
』
三
、

の
詩

に
は
、
「
渡
辺
湖
畔
氏
蔵
」
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